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「
市
立
島
田
市
民
病
院
」の
建
て
替
え
に
向

け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
平
成
17
年
度
に

始
ま
り
、
こ
れ
ま
で
に
積
み
重
ね
た
検
討
結

果
な
ど
を
踏
ま
え
つ
つ
、本
年
２
月
か
ら
進

め
て
き
た「
新
市
立
島
田
市
民
病
院
建
設
基

本
構
想
」の
策
定
を
７
月
に
完
了
し
ま
し
た
。

　
「
基
本
構
想
」
は
、
新
病
院
建
設
計
画
の

第
１
段
階
で
あ
り
、
市
民
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト（
表
１
）、
有

識
者
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
者
か
ら
の
意

見
を
踏
ま
え
、
ま
た
、
市
民
病
院
を
取
り
巻

く
現
在
お
よ
び
今
後
の
環
境
を
考
慮
し
な
が

ら
、
現
病
院
が
果
た
し
て
い
る
機
能
や
地
域

的
な
役
割
を
評
価
し
て
、
新
病
院
の
機
能
や

診
療
規
模
、
建
設
地
を
定
め
ま
し
た
。
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理
念
と
基
本
方
針

　

新
病
院
で
は
、
現
病
院
の
理
念
お
よ
び
基

本
方
針
を
継
続
し
ま
す
。

◇
理
念

　
地
域
医
療
に
貢
献
す
る
。

◇
基
本
方
針

１.
質
の
高
い
医
療
を
実
践
す
る
。

２.
地
域
の
医
療
、
保
健
・
福
祉
機
関
と

連
携
す
る
。

３.
患
者
の
権
利
を
尊
重
し
、
医
の
倫
理

を
遵
守
す
る
。

４.
優
れ
た
医
療
人
を
育
成
す
る
。

５.
健
全
経
営
を
行
う
。

医
療
機
能
・
診
療
圏

【
基
本
的
な
機
能
】

　

市
民
病
院
は
、
市
民
の
命
と
健
康
を
守
る

た
め
の
地
域
医
療
の
中
核
を
担
う
急
性
期
病

院
と
し
て
、
二
次
救
急
機
能
や
感
染
症
な
ど

に
対
す
る
政
策
的
医
療
を
は
じ
め
、
安
全
安

心
な
医
療
を
安
定
的
に
、
か
つ
継
続
的
に
行

い
ま
す
。
こ
の
た
め
新
病
院
は
、
現
病
院
の

診
療
科
を
基
本
と
し
た
機
能
と
し
ま
す
。

【
診
療
圏
】

　

現
病
院
で
は
、
島
田
市
の
ほ
か
、
川
根
本

町
、
牧
之
原
市
、
吉
田
町
な
ど
、
志
太
榛
原

医
療
圏
全
域
か
ら
の
患
者
に
も
対
応
し
て

い
ま
す
。
新
病
院
も
、
同
じ
診
療
圏
と
し
、

島
田
市
医
師
会
、
島
田
歯
科
医
師
会
、
島
田

薬
剤
師
会
、
榛
原
医
師
会
、
榛
原
歯
科
医
師

会
、
榛
原
薬
剤
師
会
な
ど
と
連
携
し
て
医
療

を
行
い
ま
す
。

救
急
医
療
の
連
携
強
化

　

市
民
病
院
は
、
救
急
搬
送
の
実
態
か
ら
判

断
し
て
、
新
病
院
に
お
い
て
も
現
病
院
同
様

の
役
割
を
堅
持
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

新
病
院
で
も
24
時
間
３
６
５
日
、
救
急
患
者

を
受
け
入
れ
る
二
次
救
急
医
療
の
体
制
を

維
持
し
つ
つ
、
他
の
救
急
医
療
機
関
や
三
次

救
急
医
療
機
関
と
の
さ
ら
な
る
連
携
強
化

に
努
め
ま
す
。

災
害
拠
点
病
院
と
し
て
の
整
備

　

市
民
病
院
は
、
県
が
指
定
す
る
災
害
拠
点

病
院
で
す
。
大
規
模
地
震
や
水
害
な
ど
の
突

発
的
か
つ
広
域
的
な
大
災
害
時
に
、
災
害
拠

点
病
院
と
し
て
十
分
な
医
療
活
動
を
行
う

た
め
、
新
病
院
で
は
次
の
よ
う
な
整
備
を
し

ま
す
。

１.
耐
震
性
の
高
い
建
築
構
造
（
免
震
な
ど
）

の
採
用

新市立島田市民病院建設
基本構想を策定しました

２.
災
害
時
の
患
者
の
受
け
入
れ
に
対
応
し
た

施
設
計
画

３.
医
療
機
能
が
中
断
す
る
こ
と
が
な
い
施
設

設
備

４.
広
域
搬
送
を
可
能
と
す
る
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の

設
置

施
設
の
充
実
を
図
る

【
患
者
中
心
の
病
院
】

①
す
べ
て
の
患
者
に
と
っ
て
快
適
で
利
用
し

や
す
い
病
院

　
「
癒
し
・
く
つ
ろ
ぎ
」
を
提
供
し
、
障

害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
だ
れ
も
が

利
用
し
や
す
い
施
設
と
し
ま
す
。

②
分
か
り
や
す
い
病
院

　

外
来･

診
察
室
な
ど
の
各
診
療
部
門

を
分
か
り
や
す
く
配
置
し
ま
す
。

③
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
療
養
生
活
の
質
の
向
上

に
配
慮
し
た
病
院

　

外
来
診
察
室
・
処
置
室
・
病
室
・
相

談
室
な
ど
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

確
保
に
重
点
を
置
き
、
療
養
生
活
の
質

の
向
上
に
配
慮
し
ま
す
。

【
利
便
性
向
上
の
た
め
の
整
備
】

①
駐
車
場
の
整
備

　

患
者
用
駐
車
場
以
外
に
職
員
な
ど
の

駐
車
場
も
考
慮
し
て
、
十
分
な
ス
ペ
ー

ス
を
設
け
ま
す
。

②
公
共
交
通
に
配
慮
し
た
施
設
整
備

　

バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
の
乗
り

入
れ
や
、
タ
ク
シ
ー
・
自
家
用
車
な
ど

の
動
線
を
踏
ま
え
、
全
体
的
な
交
通
量

の
緩
和
・
安
全
性
が
確
保
で
き
る
よ
う

な
整
備
を
し
ま
す
。
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の
中
で
継
続
し
て
検
討
し
ま
す
。　

概
算
事
業
費
と
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

新
病
院
の
概
算
事
業
費
は
約
２
５
０
億

円
で
、
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
、
基
本

計
画
、
基
本
設
計
、
実
施
設
計
、
建
設
工

事
な
ど
を
経
て
、
平
成
32
年
度
の
開
院
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
費
に
つ
い
て
は
、
新
病
院
開
院
後
の

病
院
経
営
へ
の
影
響
が
大
き
く
な
り
、
市

と
市
民
病
院
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
と
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
今
後
「
基
本
計
画
」

以
降
に
お
い
て
、
建
築
整
備
手
法
、
建
築
や

設
備
仕
様
、
医
療
機
器
調
達
の
工
夫
な
ど
に

よ
り
、
可
能
な
限
り
事
業
費
を
縮
減
す
る
よ

う
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
今
後
の
国

の
医
療
制
度
改
革
や
建
設
工
程
の
進
捗
な

ど
に
よ
り
、
開
院
ま
で
の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
変
更
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

建
設
に
向
け
た
今
後
の
進
み
方

　

基
本
構
想
で
は
、
新
病
院
の
機
能
や
診

現
病
院
敷
地
に
建
設

建
設
地
／
現
市
立
島
田
市
民
病
院
の
敷
地
内

（
野
田
１
２
０
０
番
地
の
５
）

病
床
数
に
関
す
る
基
本
方
針

　

市
民
病
院
の
機
能
や
規
模
に
つ
い
て
は
、

国
や
県
の
医
療
動
向
を
見
据
え
な
が
ら
、
次

の
段
階
で
あ
る
基
本
計
画
に
お
い
て
具
体
的

に
検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。

全
病
床
数
／
５
０
０
床
程
度
（
一
般
病
床

４
２
０
床
程
度
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
床
40
床
程
度
、
療
養
病
床
40

床
程
度
）

※
一
般
病
床
に
は
、
結
核
病
床
８
床
、
感
染

症
病
床
６
床
を
含
み
ま
す
。

※
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
床
・
療

養
病
床
は
、
現
病
院
と
同
じ
く
、
入
院

後
に
急
性
期
治
療
を
脱
し
た
患
者
の
退

院
調
整
機
能
と
し
て
位
置
付
け
ま
す
。

※
精
神
病
床
（
20
床
程
度
）
は
、
全
病
床
数

の
中
に
含
め
る
方
向
で
す
が
、
医
師
確

保
が
難
し
い
た
め
、
今
後
の
基
本
計
画

　基本構想の策定は、平成 17 年度
から始め、この間に市立島田市民病
院のあり方、診療機能や規模など新
市立島田市民病院の建設に向けてさ
まざまな調査や検討を行ってきまし
た。
　そして、これまでに積み重ねた検
討結果等を踏まえつつ、本年２月か
ら「新市立島田市民病院建設基本構
想検討委員会」を設置して検討作業
を進めてまいりました。
　また、医療関係の有識者等から専
門的な知見をいただくため、新市立
島田市民病院建設基本構想策定に
おける合同ヒアリングを実施するとと
もに、新市立島田市民病院建設基本
構想策定のための市民ワークショッ
プやパブリック・コメントでは、多く
の市民の皆様から貴重な御意見をい
ただきました。
　このように、この基本構想は、市
民の皆様や市議会など、多くの皆様
のご提言やご意見などをいただきな
がらまとめた大変意義深い構想であ
ると考えております。
　今後は、この基本構想を土台とし
て、引き続き新病院建設に向けて取
り組み、市民をはじめとする地域住
民の命と健康を守る安心のよりどころ
となる病院として着実に整備してまい
ります。
　この基本構想の策定にご支援とご
協力をいただきました多くの皆様に
心から感謝を申し上げます。

　

策
定
し
た
「
新
市
立
島
田
市
民
病

院
建
設
基
本
構
想
」
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
市
役
所
本
庁
舎
、

金
谷
南
・
金
谷
北
・
川
根
各
支
所
の

情
報
公
開
閲
覧
コ
ー
ナ
ー
で
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

:http://w
w

w
.city.sh

im
ada.

shizuoka.jp/index.htm
l

療
規
模
、
建
設
地
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
主

な
目
的
で
し
た
。

　

ど
の
よ
う
な
機
能
性
や
安
全
性
を
求
め
る

の
か
と
い
っ
た
「
施
設
整
備
方
針
」、
ど
の

位
置
に
新
病
院
の
建
物
や
駐
車
場
な
ど
を
配

置
す
る
の
か
と
い
っ
た
「
建
物
配
置
計
画
」、

部
門
別
面
積
や
建
物
構
成
と
い
っ
た
「
部
門

計
画
」、
耐
震
性
能
や
構
造
方
式
と
い
っ
た

「
構
造
計
画
」
な
ど
に
つ
い
て
は
、
基
本
構

想
の
次
の
段
階
で
あ
る
「
基
本
計
画
」
で
具

体
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

新市立島田市民病院建設
基本構想の策定にあたって

■パブリック・コメントの反映状況（表1）
反映状況 件数

反映した意見 6
既に盛り込み済みの意見 20
今後の検討課題とする意見 51
反映できない意見 12
その他 4
意見総数 93

※パブリック・コメントは、5月29日から6月30日の期
間で募集し、19人 93件のご意見が寄せられました。


